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小学3・4年生 2025年1月~12月に発行された本の中から

とくにおすすめの本をしょうかいします

はっこう

ビーだまのようにキラリと光る一さつを

ヒ たまー

子ねずみウォルターはのんびりや 

マージョリー・フラック／作・絵　おびかゆうこ／訳　徳間書店　

　ある春の日、のんびりやのウォルターが学校から帰

ると、家の中は空っぽでした。引っこしにおいていか

れてしまったのです。

　家族をさがして森のおくにまよいこんだウォルター

は、三びきのカエルとカメに出会ってなかよくなりま

す。そして、池の中の小さな島に家を作り、ひとりで

くらすことにしました。
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まだまだここから

宇佐美牧子／作　酒井以／絵　ポプラ社

　蓮はスイミングスクールのとっくん生になるため、

三か月のあいだ毎日練習してきました。ところが、け

ん定に受かったのは、がんばった蓮ではなく弟でした。

　もやもやした気持ちの蓮は、二か月だけの水泳クラ

ブのチラシを見つけます。蓮は、思い切ってクラブに

申しこんでみることにしました。　

藤重ヒカル／作　樋口モエ／画　福音館書店

　不動産屋にすすめられたお店をかりて、かさのお

店をはじめたぼく。かん板を前のお店のままにする

やくそくで、やちんを安くしてもらいました。

　開店の前日、「ごめんください」とたずねてきた

のは子ネコでした。その後も次つぎとネコがやって

きて、みんな「ネコヌレ～ズ」がほしいと言います。

ゴロゴロヤマネコ不動産 なんだかあやしいおすすめ物件
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ジェームズ・フローラ／さく　こみやゆう／やく　大日本図書

　あらしの夜、おじいちゃんは、子どものころに森

でまいごになった話をしてくれました。ガイコツに

魔女、たくさんのおばけに出会ったおじいちゃんは、

どうやってピンチを切りぬけたのでしょうか。

　もう1さつは、8さいだったおじいちゃんが、クリ

スマスに3人の魔女につかまったお話です。

おじいちゃんのおばけのはなし／おじいちゃんの魔女のはなし
ま じ ょ
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しおりのカチューシャ

草野たき／作　エヴァーソン朋子／画　福音館書店

　しおりは児童会長のまゆかさんにあこがれています。

ある日、まゆかさんのカチューシャの色ちがいをお店

で見つけ、お小づかいをためて買うことに決めました。

　けれども、友だちのさそいをことわれなかったり、

妹をよろこばせようとおかしを買ったりして、なかな

かお金がたまりません。

カタミミの森

こねずみくん、ききいっぱつ!

小森香折／作　出久根育／絵　小学館

　元気いっぱいの子ギツネのロビンは、森のなかま

とくらしていました。ある日、ロビンはきずだらけ

のオオカミに出会います。オオカミは「アラゴン・

シャーに伝言を……」と言いのこして死んでしまい

ました。森のみんなにこわがられている、カタミミ

という大きなオオカミとかんけいがありそうです。

ヘルダ・デ・プレーター／作　テー・チョンキン／絵　鵜木桂／訳　徳間書店　

　おじいちゃんをさがしていたこねずみくんは、森で

フクロウに出会います。どうやら、おじいちゃんは、

このフクロウに食べられてしまったようです。

　今日はネズーミ一族のパーティーの日。フクロウが

みんなをねらっていることを知らせるため、こねずみ

くんは急いで家に帰ります。　
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地理学者シリアへ行く

そうだったのか！カタツムリとナメクジ

小口高／文　山本美希／絵　アリス館

　地理学者のぼくは、古代人のほねや道具が見つ

かったシリアのどうくつへ行くことにしました。

　昼間はとても暑いので、朝6時から調さを始めま

す。地面深くからすなを集めて、昔は水がどのくら

いあったのか、古代人たちはどんなくらしをしてい

たのか、ぼくは想ぞうをふくらませます。

嶋田泰子／著　はたこうしろう／絵　童心社

　嶋田さんが庭さきで見つけたカタツムリ。どれだけ

のろまなのか時速を知りたいと思いつき、10分はかっ

ているうちに、あとかたもなく消えてしまいました。

　カタツムリをあちこちさがしますが、半年たっても

見つかりません。嶋田さんは、かわりにナメクジを

かって、かんさつすることにします。

がくしゃち り

ど う ぐ

あつ

こ だ い じ ん

ちょう はじ

し ま だ

それからぼくはひとりで歩く
アリシア・モリーナ／作　星野由美／訳　犬吠徒歩／絵　ほるぷ出版

　目の見えないハイメは、学校の帰りにはじめてひとり

でバスに乗りました。ふあんになりながらも、音やにお

いをヒントに、なんとかていりゅう所でバスをおりるこ

とができました。けれど、おりてすぐに、市場の売り物

につまづいてしまいます。お店の人にどなられてしまい

ますが、オレンジのかおりの女の人が助けてくれました。
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